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I　はじめに

　平成２０年１月の中央教育審議会の答申に基づい

て、学習指導要領の改訂が行われた。『小学校学習

指導要領解説　総合的な学習の時間編』において、

改訂の趣旨が以下の様に記されている。「総合的な

学習の時間の実施状況を見ると、大きな成果を上げ

ている学校がある一方、当初の趣旨・理念が必ずし

も十分に達成されていない状況も見られる。（中略）

総合的な学習の時間については､その課題を踏まえ、

基礎的・基本的な知識・技能の定着やこれらを活用

する学習活動は、教科で行うことを前提に、体験的

な学習に配慮しつつ、教科等の枠を超えた横断的・

総合的な学習、探究的な活動となるよう充実を図

る。」1）

　上記のように、総合的な学習の時間において充分

に取り組まれていない現状がある。また、総合的な

学習の実践の質を高めるべく、教科等との関連の必

要についても言及されている2）。

　学習指導要領の改訂に伴って平成２３年度より、

総合的な学習の時間が各学年において年間７０単位

時間へと縮減された。子どもたちに生きる力を身に

付けさせるべく、質の高い総合的な学習実践を行う

ための時数を確保するならば、教科等の枠を超えた

学習活動を展開していく必要かおる。

　そこで本小論では、まず、地域素材を活用し、教

科との関連を図った総合的な学習の実践事例を述べ

る。関連教科は国語科と社会科である。特に児童の

実態に応じて国語科の「A話すこと。聞くこと」を

意識した（自己表現能力の育成3）」を目指した。次

に本実践を分析・考察した上で、今後の総合的な学

習の時間や、それを実践する教師の在り方について

論じる。

n　実践の概要

１　単元名：「日野の自まんを広めよう」

　【単元目標】

　○課題設定やグループでの話し合い、インタビュ

　　ーなどの活動を通して、主体的に学習する方法

　　を学ぶ。

　○地域の人々へのインタビューや町探検を通して、

　　地域の良さを発見すると共に、自分の町に愛着

　　を持つ。

　○調べたことを２年生や保護者、地域の人々に発

　　表することを通して、自己表現能力を身に付け

　　る。

２　児童の実態

　日野町立日野小学校の３年生は３クラスから成り、

男子４６名、女子５０名、合計９６名の学年である。

　授業では、普段から積極的に手を挙げる子どもが

多く、自信のあるときには「先生、絶対にあてて！」

と言わんばかりに手を挙げる。しかし、少しでも長

い説明が必要な発問や自分の思いを語らなければな

らない場面になると、手を挙げることが劇的に減っ

てしまう。そのような状況では多くの子どもは恥ず

かしがったり、自信を持てなかったりして手を挙げ

なくなってしまうのだ。また、せっかくがんばって

手を挙げたとしても、声がだんだん小さくなってい

ったり、最後まで言えずにもじもじしてしまったり
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する傾向にある。

３　単元の特性

本学区は、魅力的な素材の宝庫である。　日野小学校

の所在地である日野町は、戦国武将の蒲生氏郷ゆか

りの地であり、多くの文化や伝統、名産品が存在し

ている。氏郷や伝統行事である日野祭り、日野商人、

火ふり祭り、日野菜、しゃくなげ谷、ほいのぼりな

ど、子どもたちに馴染みのあるものから、馴染みは

ないが興味。関心を抱きやすいものまで多く存在し

ている。また、それらの文化や伝統、名産品を伝承

していこうとしている地域の方々もたくさんいる。

　地域に多くの素材があり、それを教えてくがさる

方もたくさんいるので、子どもたちが繰り返しかか

わることが容易になる。子どもたちは、総合的な学

習の時間を通して地域の人々とかかわる中で、日野

に住んでいる方々の優しさや、文化や伝統に対する

思いに触れることができるだろう。また、繰り返し

調べ活動をする中で、対象に関する知識が増え、ま

た、思いが高まり、子どもたちは調べたことを発表

したくなるだろう。したがって、本単元での活動は、

子どもたちが豊かな自己表現能力を身に付けるため

に適した教材であるといえる。

４　指導計画(２６時間完了)

探究１：日野の自まんを見つけよう

　　　　　　　　　　　　(２時間十社会科９時間)

探究２：ボランティアティーチャーからお話を聞こ

う　　　　　　　　　　　(４時間十国語科２時間)

探究３：自分たちの持ったぎ問をかいけつしよう

　　　　　　　　　　　　(９時間十国語科１時間)

探究４：日野の自まんを広めよう

　　　　　　　　　　　　(11時間十国語科２時間)

５　授業の実際

探究１　「日野の自まんを見つけよう」

　　「他の場所にはない、日野町のとっておきの自慢

ってどんなものがあるだろう。」、社会科「わたした

ちのまち　みんなのまち」という単元の町探検直前

に、このような問いかけをしてみた。子どもたちは

　「日野祭り！」、「日野菜！」、「日野小の子どもだ

ち！」など、思いつくものを一しきり挙げてきた。

　「みなさんは今日は日野町探検隊です。地図を完成

させるだけじゃなく、日野の自慢もたくさん発見す

ることはできるかな。」このようにして、日野の自慢

探しは始まった。

　探検は、各学級ごとに列を成して行なった。メモ

するときや調べたことをまとめるときなどに使用す

る「べんりシート」を探検ボードに挟んで、子ども

たちは町に繰り出した。歩いているときにはメモを

とることはできないので、決められた場所で立ち止

まり、メモをとる時間を与えた。

　学区を探検するだけで様々な素材に出会う。　日野

祭りの曳山が入れられている倉庫、祭りを見るため

に作られた桟敷窓、日野商人に関係のある物や写真

が展示されている日野商人館など、なるべく日野の

自慢になりそうな物がある道を意図的に探検した。

そして、それらの前を通るときには、一度立ち止ま

って話をした。「先生、さじき窓やで、さじき窓、め

っちゃあるやん！」そう言ったのは、普段なかなか

授業に積極的に参加できず、発表も苦手な子どもだ

った。他の子どももロぐちに説明してくれる。「この

道を日野祭りのときに曳山が通るんやで□「さじき

窓からのぞいて曳山を見やるんやで」と。教室に戻

った後のまとめの時間には、発表の苦手なその子ど

もが、「ぼくがすごいと思ったことは、さじき窓の数

を数えたら、なんと２０こよりもたくさんあったと

ころです」と、生き生きと発言することができた。

発表や自己表現が苦手でも、自分が興味を持ってお

り、「他の人に話したい！」と思ったことなら、子ど

もたちは堂々と発表できるのではないか。そう思え

た瞬間だった。このように町探検でそれぞれが見つ

けてきた自慢を交流することにより、日野祭りや日

野商人など、日野の代表的な伝統・文化について共

通理解をすることができた。

　夏休みには、子どもたちは宿題でお家の人に日野

の自慢をインタビューして来た。夏休み明けの総合

的な学習の時間において、インタビュー結果を学級

で交流することで、日野には蒲生氏郷という立派な

武将がいたことや、しゃくなげ谷が天然記念物であ

ることを初めて知った子どももいた。
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　上記は、探究１における学区探検のまとめの時間

の教師と子どもたちのやりとりである。このような

話があったことを他のクラスにも担任から伝えても

らい、「日野の自まんを広めるプロジェクト」が発足

した。子どもたちの調べたいことに従って、日野祭

り、日野商人（日野商人館）、日野菜、蒲生氏郷、ほ

いのぼり、火ふり祭り、しゃくなげ谷の７つのテー

マ別グループを設定し、さらにテーマごとに４－６

人の小グループに別れて調べ活動を行うことにした。

　子どもたちはまず、博士になるための計画を立て

始めた。　しかし、計画を立てるといっても、調査方

法すら子どもたちには思い浮かばない。そこでまず、

調べたいテーマ別にボランティアティーチャーから

お話を聞くことになった。

　ボランティアティーチャーのお話を聞くときには、

しっかりとメモをとり、日野の自慢を広める発表資

料を作るときの材料にできるようにした。ここで、

国語科「話を聞いてメモをとろう」との関連を図っ

た。例えば、大事なことだけを短い言葉で書いてい

くことや話のまとまりごとに見出しを付けていくこ

となどを国語科の教科書を用いて指導した4）。

　ボランティアティーチャーに学校まで来てもらっ

たグループもあれば、日野商人のグループのように、

日野商人館まで出向いてインタビューをしてくるグ

ループもあった。「先生！日野商人館に、昔の物がい

っぱいあったで！古い電話機も見せてもらった！」

と、興奮気味に帰ってきた子どもたちがほとんどだ

った。

　子どもたちのべんりシートを見ると、国語科の授

業で習ったことを活用しているものも多く見られた。

資料１は、日野祭りについてのお話を聞いた子ども

　資料１を見ればわかるように、この子どもは、聞

いたことを短く書くことができており、話題ごとに

見出しも付けることができていた。国語科「話を聞

いてメモをとろう」において、教科書には、先生の

話を子どもたちがメモする展開が書かれているだけ

である。この単元を探究２と関連させることによっ

て、先生の話をメモする技能を、地域の人からの話

をメモする技能へと応用する機会を持つことができ

た。

　その日の振り返りの時間の発言や日記には、以下

のようなものがあった。

　。日野祭りは曳山が１６基も出るなんて、すごく

　　多いと思った。

　・火ふり祭りは、お米がいっぱいとれるためのお

　　祭りだそうです。バンバラ竹も見せてもらい、

　　ぼくも作ってみたいと思った。

　・日野菜工場に見学に行きたい。

　・蒲生氏郷は、１４歳から戦に出た、戦いのプロ

　　だということがわかって、すごいと思った。

　・わたしは、ほいのぼりは近くで見たことなかっ

　　たけど、近くで見たらきれいでした。ほいのぼ

　　りを作っているところが見たいです。

　・日野商人が、万病感応丸（日野の伝統薬）を作

　　っていることを、初めて知ってびっくりした。

　　どこで売っていたのかを調べたい。

　・しゃくなげの写真をいっぱいくれて、西村さん

　　はすごくいい人たった。　しゃくなげ谷はなんで

　　天然記念物になったんだろうかと思った。
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ボランティアティーチャーから話を聞いたことで、

極究２「ボランティアティーチャ―からお話を聞こう

T:「桟敷窓のようなものがあるなんて、先生は初めて知

　　ったのですよ。日野には魅力的なものがたくさんあ

　　って、うらやましいわー。」

C：「先生も知らんかってんなー。」

T：「知っている人なんて、意外に少ないですよ。日野の

　　良さを知らない人がいるなんて、もったいないよ

　　ね。いっぱい調べて教えてあげたら、絶対に日野が

　　好きな人が増えますよ。先生も好きになったもん。」

C：「調べたい、調べたい！」

のべんりシートから一部抜粋したものである。

○日野祭り

　・８００年前からある。

　・おちごさんはぜったい上野田の子から出る。

○ひき山

　・１６きある。

　・一番大きいのは西おおじのやつ。

　・中の人がふえやたいこをする。

○さしきまど

　。タイそうめんを食べながらすわる。

　。ふだんはかたづけている　　　　　　（資料１）



子どもたちの中で知りたいことや気になることが焦

点化されてきたようだった。

探究３「自分たちの持つたぎ問をかいけつしよう」

　子どもたちは次の時間にグループごとに計画を立

て、さらにその次の時間から活動を始めた。ここで

は、筆者が調べ活動に同行し、子どもの姿を実際に

見取ることができた、火ふり祭りを調べたグループ

の活動を記述する。

　火ふり祭りを調べるグループは、４人で１組の小

グループが３組あり、計１２人で成り立っていた。

４人ずつの小グループに分けたのは、一人ひとりの

役割をより重要にするためである。

　子どもたらはまず、それぞれが火ふり祭りについ

て調査したいことを話し合った。ある子どもは火ふ

り祭りに使われるバンバラ竹の作り方を知りたいと

言い、またある子どもは、なぜたいまつを松の木め

がけて投げるのかを知りたいと言った。探究２を経

て、自分が調べたいことが明確になっていたので、

それぞれが自分のやりたいことを同じ小グループの

子どもたちに伝えることができた。

　次に子どもたちは、調査方法について話し合った。

どの小グループも、探究２でボランティアティーチ

ヤーとして話をしてくれた矢島さんにインタビュー

をすることを希望した。

　火ふり祭り以外のいくつかの調査グループも、ボ

ランティアティーチャーヘのインタビューを希望し

ていたので、国語科「インタビューをしよう」の授

業を行なった呪インタビューをする時には、①ま

ずあいさつをして、何を聞くために来たのかを伝え

ることや、②ていねいな言葉遣いで話すこと、③短

い言葉でメモをとること、①質問したこと以外にも

知りたい二とが出てきたら、話の区切りで質問する

ことなどを指導した。

　調べ活動の当日、子どもたちは火ふり祭りのスタ

ート地点である五社神社に行き、矢島さんと会った。

五社神社に集合しようと提案したのは矢島さんであ

る。子どもたちにできるだけ火祭叫こついてイメー

ジしてもらえるように、実際に祭りが行われる場所

を案内したいということだった。

　まずはインタビューをする時間をとった。「矢島さ

ん、今日はお忙しい中ありがとうございます。　３年

１組の○○です。火ふり祭りについて質問してもい

いですか。バンバラ竹はどうやって作られるのです

か。」初めにインタビューをする子どもは、国語科で

学んだ成果を発揮して、あいさつとインタビューを

続けてすることができた。他の子どもたちもインタ

ビューをしっかりとすることができ、メモをとる二

ともできていた。矢島さんは、一つひとつの質問に

丁寧に答え、バンバラ竹の作り方も実演してくれた。

事前の打ち合わせで、子どもたちの質問を前もって

伝えていたので、矢島さんはバンバラ竹を準備する

こともできたのである。

　インタビューが一通り終わった後、矢島さんは五

社神社の中を案内してくれた。火ふり祭りの行列が

最初にたいまつを受け取る場所や、神社の敷地内を

歩くルートなどを教えてくれた。

　矢島さんが火ふり祭りについて教えてくれている

中で、子どもだらけ用意していた質問とは違った疑

問や知りたいことが出てきたようである。「たいまつ

も、手作りなんてすか」、「火ふり祭りの時の服装は

どんなですか」など、国語科の時間で学んだことを

生かして何人かの子どもが新たな質問をすることが

できた。

　たくさんの質問に答えてくれた矢島さんは、たい

まつを子どもたらと一一緒に作ったり、実際に火ふり

祭りの服を着させてくれたりもした。矢島さん自身、

火ふり祭りのことを子どもたちに教えたいという思

いを強く持っておられたようで、こちらが思ってい

た以上の準備をしてくれていた。

　やや興奮気味に帰ってきた子どもだらけ、壁新聞

を作った後、火ふり祭りの行列が歩く道順をたどる

計画を立て始めた。

　子どもだらけ矢島さんの人柄や火ふり祭りに対す
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る思いに触れ、火ふり祭りに対する関心がますます

増したようである。「先生、矢島さんつてほんまに博

上々な。すごいな。」と伝えに来る子どももいれば。

　「矢島さんに、今度の火ふり祭りのときに会う約束

したで」と嬉しそうに言っている子どももいた。ま

たある子どもは、後の発表で「今年の火ふり祭叫こ

は、僕もバンバラ竹を持って参加します！」と、決

意表明していた。

　調べ活動ができる時間は２時間ずっで３回しかと

ることができなかった。　しかし、べんりシートに書

かれていることや、子どもだちからの報告によると、

放課後や休日を使って町へ繰り出す子どももたくさ

んいたようである。例えば蒲生氏郷について調べて

いたグループは、休みの度に、ボランティアティー

チャーの振角さんを訪ねだり、図書館で調べ活動を

したり、蒲生氏郷の銅像を見に行ったりした。氏郷

グループの子どもたちは、「氏郷って目本で４番目に

偉い人やってんでー」、「けれども、戦の腕は日本１

やってんでー」と、得意気に話すようになってきた。

探究４　「日野の自まんを広めよう」

　調べ活動を終えた子どもたちは、いよいよ発表の

ための準備に入る。発表準備の前に、各クラスにお

いて、国語科「わたしたもの町の行事をしょうかい

しよう6」」の授業を行なった。　１２時間完了で予定

されているこの単元であるが、実際は２時間だけの

授業となった。紹介するために行う調べ活動を済ま

せていたためにその時間を削減することができ、発

表原稿の書き方やグループ内での発表の役割分担の

仕方、発表するときに気を付けるべきことについて

教えるだけで事足りたからである。

　しかし、３年生の子どもたちは、どのように発表

のための資料を作り、発表に臨むのかということが

あまり想像できない。そこでまず、教師が発表の見

本を示すことにした。教師は子どもたちの前で、架

空の行事である「西野祭り」について発表した。

　発表するときには、子どもたちに気を付けて欲し

い以下の点を強調した。

　①　大きな声で、ゆっくり話す。

　②発表資料で顔が隠れないようにする。

　③　絵や写真を使うなどして、聞き手に分かりや

　　　すくする。

　④　遠くの人にも発表資料が見えるように、大き

　　　な字を書く。

　⑤　最後に、西野祭引こついて調べた感想を話す。

また、発表例を示した後には、クイズやランキング

表、紙芝居、ペープサート、劇などの発表方法もあ

ることを伝えた。

　発表例を見た子どもの多くは、自分たちの調べて

きたことを発表資料にまとめるイメージができたら

しく、「早く（発表準備を）したい！」と言っていた。

　見本を示した時間を含めて計８時間、子どもだら

け発表準備と発表練習に取り掛かった。まずは発表

資料作りである。子どもたちは、資料２のようなワ

ークシートを用いて、発表のための役割分担や、発

表の仕方を計画した。クイズにペープサート、ラン

キング表に紙芝居など、どのグループも工夫を凝ら

した発表の仕方を考えることができた。
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発表練習としては、１８グループが３グループごと

に分かれて、アドバイスをし合う活動を取り入れた

(図１)。

日野LOVEプロジェクト　発表計画表

には、以下のようなものがあった。

　・声が小さいのでもっと大きな声で

　・早口で聞こえないから、もっとゆっくり、はっ

　　きりと

　・画用紙（発表資料）で顔をかくしていたら、声が

　　こっちまでとどかない。

　・ちゃんとセリフを覚えて、前を向いて話しては

　　しい

　６つのブースでアドバイスをし合った後、全体で

もこれらの意見を再確認して、共有し合った。子ど

も同士が相互評価し合うことで、他のグループの改

善点だけでなく、自分たちの直すべき所も見えてき

たようである。ある子どものこの日の振り返りカー

ドには、「わたしの声も紙（発表資料）にかくれて聞

こえにくくなったかもしれないので、本番は、しっ

かり顔を出して発表します。」と書かれていた。

　発表練習が終わったら、いよいよ本番である。発

表は２年生の前で１回と、保護者とボランティアテ

ィーチャーの前で１回の計２回行った。

　２年生の前で発表する子どもだらけ、発表練習で

の反省点を生かせたことと、調べてきたことを発表

できる嬉しさで、たいへん立派な発表をすることが

できた。

　蒲生氏郷を調べてきた女の子は、自分の思いを次

のように語った。「私は、氏郷のおかげて今の日野が
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　(資料２)

アドバイスを伝える活動である。発表をする子たち

の多くは、初めての人前での発表ということもあり、

声が小さかったり、発表原稿の棒読みになったりし

たが、そこは聞き手の子どもたらがしっかりアドバ

イスを加えることができた。最初に教師が｢西野祭

り｣で発表モデルを示したことが印象に残っていた

のが大きいのかもしれない。子どもたちがアドバイ

スカード(資料３)に記入し、発表者に伝えた改善点



あるんだなと思いました。いっぱい調べるのが楽し

かったし、氏郷のことが好きになりました。氏郷に

ついて調べられて幸せでした。」

　また、ある内気な女の子はこの日、同じグループ

の子どもが欠席したために、一一人で２人分の発表を

しなければいけなくなった。普段の授業中にも、一一

度も手を挙げたことのない子どもである。けれども

その子どもは堂々と、大きな声で発表することがで

きた。自分の調べたことをちゃんと伝えたいという

思いと、この日のために何度も練習を重ねて来た成

果てあった。

　保護者とボランティアティーチャーの前での発表

は、子どもたちにとって貴重な経験となった。多く

の子どもが未だかつて、大勢の大人の前で発表する

ことがなかったからだ。いつもより早口になってし

まい、悔し涙を浮かべる子どももいた。その子ども

は、その後の国語の詩の授業で、ゆっくり、相手に

聞こえやすい声で読むことを心がけるようになって

いった。

Ⅲ　実践の分析と考察

　自己表現能力の成長を見取る手立てとして、２つ

の方法を用意した。･つは了･どもたちへのアンケー

ト調査であり、もうｰつは実践における子どもたち

の姿からの見取りである。まずは、アンケートの内

容・結果について記述する。

　自己表現能力の要素としては様々考えられるが、

本実践では身に付けたい力を下記のように具体的に

設定した。

　O)自分の思っていることを、はきはきと話す。

　(2)工夫して、分かりやすく発表する。

　(３)発表する自信を持ち、いろんな人の前で積極

　　的に発言する。

　①の「前よりも手を挙げて発表できるようになっ

た」と実感している子どもは、３１人中１７人、「お

そらく前よりもできるようになった」と思っている

子どもは８人だった。②の「前よりも自分の思ってい

ることをみんなに聞こえる声ではきはきと話すこと

ができるようになった！」と実感している子どもは

１２人、「おそらく前よりもできるようになった」と

思っている子どもは１３人たった。③の「前よりも発

表会などで分かりやすく工夫して発表する二とがで

きるようになった！」と実感している子どもは10人。

　「おそらく、前よりもできるようになった」と思っ

ている子どもは１５人たった。また、④の「前よりも

班やグループでの話し合いのときに、自分の考えを

言えるようになった！」と実感している子どもは１

５人、「おそらく前よりもできるようになった」と感

じている子どもは１２人たった。そして、⑤の「前よ

りもインタビューのときに質問ができるようになっ
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アンケートは次のようなものを作った。



た！」と実感している子どもは１７人、「おそらく前

よりもできるようになった」と感じている子どもは

７人という結果が出た。

　上記のアンケートは、実践を終えた後に実施した

ものである。本実践の終盤辺りから、普段の授業に

おいての子どもたちの発表の質の変化を見取ること

ができるようになっていたので、アンケート結果も、

予想通りのものとなった。例えば、国語科の読み物

教材の単元においても、教材文から読み取った登場

人物の気持ちを想像して自分の言葉で発表できる子

どもが増えてきた。算数科においても、問題の答え

を言うだけでなく、その答えを導き出した理由を発

表できる子どもが多くなってきたのである。

　実践を通して、たくさんの子どもの成長を見取る

ことができた。まず、自分の思いを自信を持って語

れる子どもが増えた。上述の実践において下線を引

いた箇所は、活動の中で「話したい！」という気持

ちが芽生え、自分の思いや調べたことを、しっかり

と発表できた子どもの姿を表した記述である。例え

ば、それまで授業中に発表をしたことのなかった上

述の女の子は、何としても自分が調べてきたことを

発表したいという思いでいたのかもしれない。一緒

に発表するはずだった友達が欠席していても、一人

で大観衆の前に立つ決意をした。そして、２年生の

前で立派に発表をやり遂げた。自分が興味を持ち、

繰り返し調べ抜いたことを他人に話したくなること

は必然である。その結果立派に発表する経験をし、

それが自信へと繋がった。２年生の前で立派に発表

したことに自信を待った女の子は、本実践後には、

毎日発表することができるようになっていた。同じ

ように、表現することに自信を持つことによって、

たくさん発表するようになり、自己表現能力を鍛え

る機会が増えた子どもが多くいた。

　また、子どもたちには、資料を工夫して活用する

プレゼンテーション能力も身に付いた。クイズやラ

ンキング表、ペープサートや紙芝居を駆使して、分

かりやすく、楽しく発表する経験は、今後の学校生

活や社会生活にも十分活かせるものである。実際、

現在４年生になった彼らは、日野川探検の発表会に

おいて、工夫したプレゼンテーションの案を、グル

ープで夢中になって出し合っている。

　そしてまた、子どもたちの多くは、国語科などの

授業においても、相手が聞き取りやすい話し方をす

ることができるようになった。本実践では発表練習

を含め、計３回の発表の機会を与えた。その中で彼

らはお互いにアドバイスを送り合い、声の張り方や、

話すスピード、はきはきと話す技術を学んできた。

　「大勢の人に自分の調べたことを広めたい！」とい

う思いや、異年齢の人々の前で話すことへのプレッ

シャーが、彼らの話し方を変えていったと思われる。

IV　おわりに

　『小学校学習指導要領解説　国語編』に記載され

ている、第３学年、第４学年における「A話すこと・

聞くこと」の指導事項において、次のように記述さ

れている。「（１）話すこと・聞くことの能力を育て

るため、次の事項について指導する。ア　関心のあ

ることなどから話題を決め、必要な事柄について調

べ、要点をメモすること。イ　相手や目的に応じて、

理由や事例などを挙げながら筋道を立て、丁寧な言

葉を用いるなど適切な言葉遣いで話すこと。ウ　相

手を見たり、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに

注意したりして話すこと。エ　話の中心に気を付け

て聞き、質問をしたり感想を述べたりすること」7）

　これらアからエの指導事項は、総合的な学習の時

間において指導することのできるものばかりである。

本実践においても上述の指導をする機会は多くあっ

た。

　アの事項は、探究２において、国語科の「話を聞

いてメモをとろう」の単元と関連させることによっ

て指導することができた。子どもたちは日野の自慢

できる事象の中から自分の興味があるものを選び、

それの博士になるために、ボランティアティーチャ

ーからお話を聞いた。国語科と関連させたことによ

って、子どもたちは意識的に短い言葉でメモをとっ

たり、見出しを付けたりすることができていた。

　イの事項は、国語科の「インタビューをしよう」

の授業において指導できたことだった。子どもたち

は、矢島さんなどのボランティアティーチャーに、

丁寧な言葉遣いで質問することができていた。また、

発表の時には、２年生にも分かりやすい言葉を選ん

で分かりやすい発表を心がけることができていた。
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　ウの事項のように、発表と練習を繰り返す中で、

発表原稿の棒読みではなく、抑揚や強弱のついた話

し方ができるようになってきた。

　工の事項のように、他のグループの子どもたちの

発表を聞き、質問をしたり、感想を述べたりする活

動をしてきた。

　このように、国語科で指導すべき事項は、総合的

な学習の時間の学習過程においても指導できる内容

となっている。国語科との関連の仕方は、多様に存

在するだろう。例えば本実践では、活動を行なって

いく中で、必要性に駆られて国語科「わたしたちの

町の行事をしょうかいしよう」の授業を行なった。

つまり、総合的な学習の時間の途中に国語科の授業

を組み入れた形であった。この他にも、「わたしたも

の町をしょうかいしよう」の授業をきっかけとして、

総合的な学習の時間での活動を行うことも可能であ

る。この単元には、町の行事を子どもたちが調べる

活動も組み込まれている。この教科の学習の過程に

おいて、自分たちの町の行事について、主体的な活

動を繰り広げていったとしても、国語科で身に付け

たい力を養える、実のある総合的な学習実践となる

はずである。

　学校によっては総合的な学習の時間を中心に置い

て教科等との関連を図ることにより、生きる力と確

かな学力を身に付けさせることを目的としたカリキ

ュラム編成をしている所もある。　しかし、多くの学

校では、未だに総合的な学習の時間が国語科や算数

科の補習の時間に充てられたり、運動会などの行事

の練習時間に替えられたりしている。それは決して

教師の怠慢とは言い切れず、総合的な学習の時間の

やり方が分からなかったり、教科等で教えるべき内

容が、割り当てられた時数では教え切れなかったり

するケースが圧倒的に多いと思われる。そのような

学校では、質の高い総合的な学習の実践は行われず、

したがって、ますますその時間の必要性が失われて

いく。当然、総合的な学習の時間を効果的に生かし

た学校カリキュラムの開発も行われず、わざわざ研

修がされることもない。では、我々一教師はどうす

ればよいのか。

　総合的な学習実践において十分に成果を上げてい

ない学校の教師にとって、大切になってくるのは発

想の転換である。総合的な学習の時間があることに

よって、教科等にかけられる時間が減り、そのため

に教科等の学習がなおざりになってしまうと考えて

いる教師は、実際に多くいる。　しかし、実はそうで

はない。むしろ、総合的な学習の時間は、教科等の

授業時間を効率的に濃縮しつつ、実感を伴った学力

を身に付けられる時間である。例えば本実践では、

国語科「わたしたちの町の行事をしょうかいしよう」

にかける時数を、約１０時間分縮減することができ

た。この国語科単元には、自分たちの町の行事につ

いて調べる活動も時数に組み込まれていたが、その

部分を総合的な学習の時間中に行なっていたからで

ある。よって、総合的な学習の時間は教科等に割り

当てられる時間の妨げになることなく、効率的に国

語科の授業時間を減らすことができた。また本実践

では、国語科の時数を削減しつつも、子どもたちは

実感を伴った学力を身に付けることができた。子ど

もたちの多くは、自分たちが主体的に調べてきた日

野の自慢を、何としても上手に発表したいと思って

いた。「２年生に、ちゃんと伝わるかな」と心配して

いた子どもたちは、国語科のその単元を、必要性に

駆られながら学習することができた。そして発表会

後には、２年生の子どもたちから「すごく分かりや

すかったし、おもしろかった」「３年生、すごい」と

いう感想をもらうことができた。「分かりにくい言葉

は、はじめに説明しといたからよかったんやと思う」

と、国語の教科書に載っていたことを思い出して、

振り返りの時間に発言する子どもがいた。必要性に

駆られて教科の知識・技能を学び、それを発表に生

かすことによって、教科の学習の大切さを実感でき

たのである。

　総合的な学習の時間は、子どもたらが課題解決に

向けて、能動的に活動していく時間である。何とか

課題を解決したいと考えている子どもたちは、その

ために必要な力を、何としてでも身に付けたいと思

うだろう。そんな中で身に付けた知識や技能は、受

動的に教授されたそれとは、習得の度合いが全く違

うものとなる。子どもたちは、我々教師が教えたこ

とを、全て習得して大人になっていくわけではない。

必要性に駆られて学んだ教科等の内容こそが、子ど

もたちの生きる力になっていく。　したがって、総合
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的な学習の時間は、教科等において確かな学力を身

に付けるためにも重要なものになってくるのである。

　さて、総合的な学習の必要性を感じている教師は、

そのように感じていない同僚にも、その時間の大切

さを伝えなければならない。そのためには、まず、

自分が先陣を切って、総合的な学習の実践のイニシ

アチブを取る必要があると考える。

　ここで、本実践で発表会を参観した保護者の方々

の感想カードを紹介する。「本当に楽しい時間でした。

日野にずっと住んでいた私でも、『ヘー』つて思うこ

とがたくさんありました。」「日野出身ではない私に

は、今日はすごくいい勉強になりました。」「○○が

大きな声でしっかりと発表できていたことに驚きま

した。　どんどん、成長していくものなんですね。」

　日野小学校も、総合的な学習の時間の研修が未だ

かつてされておらず、他の行事や教育活動の忙しさ

によって、その時間がなおざりにされてきた。　しか

し、子どもたちの良き成長を目指して行なった本実

践は、保護者の方々にも少なからず影響を与えるも

のだった。また、ボランティアティーチャーの方々

も、日野の自慢について子どもたちに教えることに

やりがいを感じていたようだった。どの方々も、「来

年も、是非協力させてもらいます」「もっと上手に説

明できるようにいろいろ（具体物を）作っとくわ」

などと言い、本実践にたいへん好意的であった。ま

た、学校評価において、３年生の行なったこの地域

学習は高く評価されたのである8）。これに伴って、

学校全体が地域学習を核にした総合的な学習の時間

を模索していく方向へと動き出した。３年生では「日

野の自慢を広めよう」、４年生では「日野川の自然に

ついて調べよう」、５年生では「米作りの一年間を学

ぼう」、６年生では「日野の歴史学習」を、総合的な

学習の柱としてそれぞれ位置づけて実践している。

　課題は山積している。総合的な学習の実践をする

ことに消極的な教師は少なくない。質の高い総合的

な学習実践をするためには、綿密な計画や地域との

連携、子どもたちへの支援などに多大な時間と労力

がかかるためである。　しかし、総合的な学習の時間

における実践を進めて行く上で、上手く教科等と関

連させることができれば、それらの教科等で養うべ

き学力を、容易かつ有効に身に付けることができる

-

のもまた、上述した通りである。早急に必要なのは、

総合的な学習の時間の研修である。総合的な学習と

教科等との関連の仕方や、総合的な学習実践で身に

付けられる力を共通理解した上で、教師たちが協同

で学校のカリキュラムを開発する必要かおる。総合

的な学習だけではなく、全ての教科等を含めた学校

の特色あるカリキュラムを開発し、実践を積み重ね

ていくことによって、多くの教師が総合的な学習の

時間の大切さを実感し、子どもたちの生きる力を育

むことができるだろう。
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